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今
年
度
活
動
の
御
報
告
と
し
て
、『
の
み
お
と
』
五

号
を
発
行
す
る
事
が
で
き
、
ご
協
力
頂
い
た
方
々
に

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

　

昨
年
八
月
仙
台
市
孝
勝
寺
に
於
い
て
、
身
延
山
九

十
二
世
法
主
内
野
日
総
猊
下
を
お
迎
え
し
、
東
日
本

大
震
災
慰
霊
の
為
の
慈
母
観
音
建
立
開
眼
式
を
盛
大

に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
重
ね
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ラ
オ
ス
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
き
ま
し
て

は
、
第
二
十
一
回
の
活
動
を
無
事
終
了
し
、
多
く
の

成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
年
度
は
二
十
周
年
の
節
目
に
当
た
り
、

多
方
面
か
ら
更
な
る
発
展
を
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

七
面
山
敬
慎
院
の
荘
厳
修
復
も
最
終
年
（
三
年
計

画
）
を
迎
え
、
特
に
天
井
画
等
の
制
作
が
佳
境
に
入

り
、
日
々
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
京
都
本
隆
寺
（
法
華
宗
）
の
本
堂
仏
像

一
式
を
始
め
、
数
点
の
仏
像
修
復
も
行
っ
て
お
り
、

こ
の
様
な
恵
ま
れ
た
環
境
の
下
で
仏
像
の
制
作･

修

復
を
行
え
る
事
に
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
い
て
、

工
房
で
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
仏
像
彫
刻
動
画
テ
キ
ス
ト
の
作
成
で
は
鬼
形

鬼
子
母
神
の
テ
キ
ス
ト
作
成
を
進
め
て
お
り
、
一
般

の
方
々
で
も
、
仏
像
が
彫
れ
る
判
り
易
い
内
容
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
行
く
所
存
で
す
。

ご 
挨 

拶

身
延
山
大
学
特
任
教
授

　
　
柳
　
本
　
伊
左
雄
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第20回ラオス仏像修復プロジェクト

慈母観音開眼式
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平
成
三
十
一
年
二
月
六
日
〜
三
月

十
日
（
準
備
期
間
を
含
む
）
に
ラ
オ

ス
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

修
復
仏
像
の
成
果

ワ
ッ
ト･

タ
ッ
ト
ノ
イ
（
火
災
破
損
、

継
続
） 

№
８･

№
９

ワ
ッ
ト･

ア
ー
パ
イ
塑
像
（
パ
タ
イ

フ
ン
、
修
復
二
年
目
。） 

№
１

ワ
ッ
ト･

ビ
ス
ナ
ラ
ー
ト
木
彫
仏

 

　

№
21･

№
52

ワ
ッ
ト･

ビ
ス
ナ
ラ
ー
ト
鋳
造
仏

 

　

№
28

第
二
十
一
回 

ラ
オ
ス
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ワット・タットノイ（火災破損、来年度継続）
No.8・No.9

今年度修復内容
・ 表面焼失部含浸
材充填

・カモク充填
・整形
・来年度継続修復
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ワ
ッ
ト･

ア
ー
パ
イ
塑
像

 

（
パ
タ
イ
フ
ン
、
修
復
二
年
目
）

　

今
年
度
修
復
は
カ
モ
ク
（
漆
と
菩
提
樹
の
灰
を
混
ぜ

た
も
の
）
を
欠
損
部
に
充
填
し
、
整
形
の
後
に
漆
箔
を

施
し
ま
し
た
。
来
年
度
も
引
き
続
き
修
復
を
行
い
ま
す
。
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ワット・ビスナラート　No.21

修復前 修復後

修復内容
・頭部螺髪欠損部復元

・耳欠損部復元

・足欠損部復元

・胴体亀裂修正

・金箔押し及び古色彩色
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ワット・ビスナラート　No.52

修復前 修復後

修復内容
・頭部螺髪欠損部復元

・足欠損部復元

・胴体亀裂カモク充填整形

・金箔押し及び古色彩色
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ワット・ビスナラート、ブロンズ像　No.28

修復前 修復後

修復内容
・腕部、チョムケー、

　衣袖新規鋳造

・台座新規作成

・古色彩色
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ラ
オ
ス
に
お
け
る
三
次
元
測
定
も
二
年
目

を
迎
え
ラ
オ
ス
側
の
期
待
も
大
き
く
、
今
後

こ
の
測
定
活
動
は
重
要
性
を
増
し
て
行
く
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
不
幸
な
事
に
重
要
な
仏
像
の
盗

難
が
頻
発
し
、
今
年
度
我
々
の
調
査
で
二
十

点
の
紛
失･

盗
難
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

仏
像
保
護
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る

問
題
は
、
我
々
の
活
動
外
で
す
が
、
ラ
オ
ス

で
の
三
次
元
測
定
が
二
年
目
を
迎
え
た
今
日
、

盗
難
仏
の
追
跡
調
査･

レ
プ
リ
カ
の
作
成
等

に
重
要
な
役
割
が
生
じ
て
お
り
、
誠
に
残
念

な
事
だ
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
ラ
オ
ス
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
は
、
課
題
と
さ
れ
て
い
た
複
数
の

日
本
人
専
門
家
鈴
木
稔
先
生
、
近
藤
直
樹
先

生
、
大
藪
泰
先
生
、
高
田
智
仁
先
生
の
参
加

が
実
現
し
、
今
後
更
な
る
進
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
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さ
ら
に
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ラ

オ
ス
人
学
生･

一
般
を
対
象
に
漆

の
専
門
家
で
も
あ
る
京
都
市
産
業

技
術
研
究
所
研
究
フ
ェ
ロ
ー
大
藪

泰
先
生
と
当
大
学
ジ
ル･

ス
ト

ロ
ー
ス
マ
ン
先
生
に
よ
る
レ
ク

チ
ャ
ー
及
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
理

解
と
修
復
活
動
へ
の
啓
蒙
が
目
的

で
す
が
、
特
に
大
藪
先
生
の
ベ
ト

ナ
ム･

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
ラ
オ
ス
漆

の
比
較
は
大
変
興
味
深
く
日
本
人

ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の
先
生

方
に
こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
け
る
よ
う
計
画
し
て
行
く
つ

も
り
で
す
。
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昨
年
八
月
仙
台
市
孝
勝
寺
に
於

い
て
行
わ
れ
た
慈
母
観
音
開
眼
式
、

東
日
本
大
震
災
慰
霊
の
為
の
慈
母

観
音
建
立
開
眼
式
を
、
身
延
山
久

遠
寺
第
九
十
二
世
内
野
日
総
法
主

猊
下
を
お
迎
え
し
て
盛
大
に
行
う

こ
と
が

で
き
ま

し
た
。

　

犠
牲

に
な
ら

れ
た
方

々
は
二

万
人
に

も
上
り
ま
す
。
我
々
の
気
持
ち
と

し
て
は
未
来
永
劫
に
渡
り
、
あ
ま

ね
く
す
べ
て
の
人
々
が
救
わ
れ
る

よ
う
に
と
、
サ
イ
ズ･

精
度
を
含

め
て
歴
史
に
残
る
制
作
を
心
掛
け

ま
し
た
。

　

慰
霊
の
為
の
仏
像
制
作
を
岩
手
、

宮
城
、
福
島
に
安
置
す
る
予
定
で

進
め
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方
々

の
ご
協
力
で
、
現
在
岩
手
妙
恩
寺
、

悲
母
観
音
（
立
像
三
ｍ
六
十
）･

宮

城
、
慈
母
観
音
（
半
跏
像
二
ｍ
八

十
）、
を
完
成
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

東
日
本
大
震
災
慰
霊
慈
母
観
音
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七
面
山
敬
慎
院
幣

殿
修
復
事
業
も
三
年

目
を
迎
え
、
今
年
は

格
天
井
の
龍
と
四

メ
ー
ト
ル
四
方
の
天

井
画
（
金
龍
）
の
制

作
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
、
長

生
寺
（
山
梨
県
）
七

面
堂
の
天
井
画
（
全

長
四
ｍ
）
も
並
行
し

て
制
作
を
進
め
て
い

ま
す
。 天

井
画
制
作（
龍
）･

仏
像
修
復
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七面山　天井画（途中）

長生寺七面堂　天井画

原 画
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工
房
の
活
動
を
行
う
に
際
し
、
私
達
は
社
会
貢
献

を
重
視
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
ラ
オ
ス

世
界
遺
産
仏
像
修
復
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
二
十
年
間
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
近
年
重
大
な
問
題
が
生
じ

て
お
り
ま
す
。
昨
年
も
ご
報
告
し
ま
し
た
が
、
仏
像

の
盗
難
が
加
速
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
ラ
オ
ス

で
最
も
重
要
と
さ
れ
る
仏
像
が
近
年
中
に
ほ
と
ん
ど

な
く
な
っ
て
し
ま
う
状
況
で
す
。

　

こ
の
危
機
的
状
況
で
ラ
オ
ス
国
内
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
中
心
に
問
題
提
起
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
対
応
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
我
々
は
二
〇
〇
九

年
よ
り
毎
回
、
仏
像
の
設
置
状
況
を
調
査
記
録
し
て

お
り
、
そ
の
関
係
上
盗
難
の
詳
細
を
把
握
し
て
ラ
オ

ス
政
府
に
報
告
書
を
提
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
変
心
配
な
こ
と
に
仏
像
盗
難
調
査
に
関
し
て
、

ラ
オ
ス
関
係
機
関
が

あ
ま
り
機
能
せ
ず
、

我
々
以
外
の
盗
難
調

査
が
行
わ
れ
た
形
跡

も
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

ラ
オ
ス
に
お
け
る

我
々
の
活
動
の
中
心

は
修
復
で
す
が
、
他

の
諸
々
の
諸
事
情
に

も
対
応
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
現
状
で
す
。

編
集
後
記

身
延
山
大
学
仏
像
制
作
修
復
室

岡
　
村
　
達
　
人
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身延山大学 http://www.min.jp/koubou/
制作集団彫玄 http://buddhasculp.wixsite.com/tyougendou/
工房 Facebook https://www.facebook.com/632010423548773/

工房YouTube チャンネル
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田

 

八
―
七
―
十
一
―
二
〇
二

ご支援団体 ･企業様一覧
様々な形でご支援いただいております団体 ･企業の皆様です
（敬称略 ･順不同）
・ラオスサポーターズクラブ　･公益財団法人仏教伝道協会
・一般財団法人太田慈光会　　･山梨県水晶美術彫刻協同組合
・日蓮宗宗務院（含む国際交流室）
・国際交流基金アジアセンター




